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タイ国立地質博物館 
地中熱ヒートポンプシステム設置工事

内田洋平 1）

１．はじめに

平成 28 年 1 月 31 日（日）から 2 月 10 日（水），および

3 月 1 日（火）から 3 月 6 日（日）にかけて，タイ国立地

質博物館（タイ鉱物資源局所管，パトゥンタニ県）への地

中熱ヒートポンプシステム施工工事を行いました．今回の

出張には，高島　勲・秋田大学名誉教授と芝宮一郎・株式

会社日さく技師長（現：一般社団法人 全国さく井協会 顧

問・技術アドバイザー）両氏からの技術協力を頂きました．

なお，本工事は，CCOP-GSJ 地下水プロジェクト・フェー

ズⅢの地中熱サブプロジェクトの一環として実施しまし

た．

2.　設置工事 その 1

当初の予定では，2 月 1 日（月）より地中熱交換井の掘

削工事を開始し，5 日（金）には施工工事を完了するスケ

ジュールでしたが，トラブルが続出し工事は難航しまし

た．まず，1 日の午前から掘削を開始する予定でしたが，

タイ側掘削チームの前週の仕事が遅れてしまい，現場の地

質博物館に到着したのが 4 日（木）午前となりました．な

お，地中熱ヒートポンプの室内機と室外機は 3 日（水）ま

でに設置が完了しました．

また，熱交換井の掘削および熱交換パイプの挿入にも予

定以上の時間がかかりました（写真１，写真 2）．日本での

熱交換井掘削にはベントナイトを用いず，泥水の濃度調整

と場合によってはポリマー剤の添加による掘削方法が標準

的です．しかし，タイではポリマー剤を入手することは

できず，泥水とベントナイトによる掘削でした．したがっ

て，掘削ロッドを抜いた後に熱交換パイプ（高密度ポリエ

チレン製）を挿入しようとしても，孔内の泥水による浮力

によって，熱交換パイプが挿入できません．そこで，ケー

シング管の底部一段分を残して（着底させず）挿入し，半
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写真 1　タイ国立地質博物館における掘削風景．

写真 2　熱交換パイプを伸ばし，熱交換井への挿入準備．

日ほど水を循環させて孔内を洗浄後，熱交換パイプ挿入，

ケーシング抜管という作業を行いました．

通常，2 ヶ所の熱交換井掘削とパイプ挿入に要する時間

は，日本では 2 日程度で完了しますが，今回は試行錯誤

での作業となり，6 日かかってしまいました．その結果，
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きます．最後の融着箇所については，現場視察に訪れてい

た CCOP 事務局長の Adichat 氏がスイッチのボタンを押し

ました（写真 4）．

４．現地視察対応

工事の合間である 3 月 3 日には，沖縄県環境部からチュ

ラロンコン大学地中熱ヒートポンプシステムの視察があり

ました．沖縄県では，平成 28 年度に地中熱実証事業を計

画しています．基本的には冷房利用が主体となるので，筆

者らが CCOP 内で実施している東南アジア地中熱プロジェ

クトを参考にしたい，という要望によるものでした．この

視察には，在タイ日本大使館・小嵜参事官と JICA シード

ネットプロジェクト・渡邊氏も参加しました（写真 5）．3

名とも，実際の地中熱ヒートポンプシステムを見るのは初

めてで，多くの質問を頂きました．また，沖縄県の川崎氏

は，国立地質博物館でのシステム施工工事も視察し，今

後，沖縄県内で予定している実証試験の計画にたいへん役

立ちました，との感想を頂きました．

５．おわりに

CCOP 地中熱プロジェクトを担当している筆者として

は，タイ国内で多くの研究者が地中熱に興味を持って，本

プロジェクトに参画してくれることを期待しています．こ

れまでタイ国内に設置した地中熱ヒートポンプシステム

は，全て熱交換パイプを埋設する「クローズドループ型」

ですが，今後は地域の水文地質環境を活用した「オープン

ヒートポンプの建物への設置と 2 本の熱交換器は完成し

ましたが，地上配管が未完となりました．

３．設置工事 その 2

3 月 1 日（火）から 3 月 6 日（日）にかけて，ヒートポン

プと熱交換井との配管工事，及び地中熱ヒートポンプシ

ステムの試運転を行いました．最初に，2 ヶ所の熱交換井

から建物の壁際まで，深さ 60 cm，幅 40 cm のトレンチ

を掘削しました．これは，配管パイプが直接日射の影響

を受けないよう地下へ埋設するためです（写真 3）．次に，

2 ヶ所の熱交換井（それぞれ二組の熱交換パイプが埋設）

とヒートポンプをパイプで配管接続しました．2014 年に

設置したチュラロンコン大学の地中熱システムでは，現地

でも入手可能な金属製の配管継手を用いましたが，循環液

の漏水や耐久性に関して問題があるため，今回は，日本か

ら電気融着式の配管継手と融着装置を持ち込みました．こ

の融着方法は，地中熱ヒートポンプシステム施工管理マ

ニュアル（地中熱利用促進協会編，2014）の規格に従うも

のです．電気融着による配管工事は慣れてしまえば容易で

あり，かつ耐久性の高い配管システムを構築することがで

写真 3　トレンチと配管パイプ．

写真 4　最後の融着スイッチを押す Adichat 氏．
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（受付：2016 年 5 月 12 日）

ループ型」や「既存井戸利用型」など，日本で開発した

様々な方式を東南アジアへ展開・実証したいと考えていま

す．そのためには，CCOP プロジェクトで実施している地

球科学情報に関する各種データベース構築が重要となりま

す．また，今回の難航したシステム施工工事の経験は，平

成 28 年度に予定しているベトナムとインドネシアでの工

事に活きると考えています．

写真 5　チュラロンコン大学での視察．左より渡邊氏，宮崎氏，小嵜参事官，筆者，高島名誉教授，Dr. Punya，川崎氏．
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